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購 概 要項 (2005年 l月改訂)

l 発行は4正月，il: 12回とし，il'lllJl@航者世会日とする.

2 一般会日は年I/U予約納税料10，0001'1(送料とも) を前納する 賛助会民は20，000円 (送料とも)とする
払込みは副11民j~替に限る 口座帯号 01050-9-4772泌尿絡事|紀婆編集部犯
3. 入会は氏名，伎所を配入のうえ泌尿椛科紀袈刊行会宛，はがきか FAXにて申し込めば所定の用紙を送付
ずる

投稿規定 (2005il~ 1 Jj改訂)

1. 投稿 。述名手Tを合めて会民に限る
2. 原稿 :泌尿僻科学f，fj域の全般にわたり，総説， 1.瓦桁，ilÎ~j州事IH~r-. そのほかで早'11文または英文;とする ijji普，

ii'l~例制H:r.などは他の雑誌に発荻されたことのない内容でなくて はならない.

(1) 総説.Jhl桁愉文.その外の普通愉文の長さは.JJ;T則として，AliUり上がり本文5rr (400時二X20枚)までと
ずる.

(2) 症例制舎の長さは，原口1Iとして，副1)り上がり本文3:g(400半X12枚)までとする，
(3) 恥1文}j;(:fj:!はワープロを使用し， 85または A4半Ij用紙に20X20行.織作きとする I 年分は国!侍とする。文;

中欧米舶の11;1有名問は大文字で，特j且名問は小文字で始め(ただし， 文節の始めにくる幼合は大文字).明

瞭に紀紋する，

(イ) JJ;'(制の表紙に標題.持者名，所属機関名の11((で和文で紀滅する fI¥; iitl者名と.2開以内の I'unnmg
titlcを付配する.

例:111陸上 ほか:li íl立Jt~ 'iI{，- ' PSA 
(ロ) 和文の袋紙， 本文とは別に. 英文tl~{姐 . 事E文抄似をつける 目 際組， 車時者名 ， 所属機|制名. 5ff# (~文)
以内の Keyworcl s . 妙 ~rA本文 (250間以内) の 1111iに B5 または A41'I) J11紙にダブルスベースでタイプす

る 日uに抄鈴本文の利似を添付する
H Jj;(~日は ， :fll文相:~~urt 兆文4理組， 英文抄~lA ， その和市{， t，計官，対訟と方法，制[*，考抵f.制iffl.f，文献， 図
表の脱IYJ， 図，表の川iに配位し IJ;(机下段中央部に和文様姐ページを !とするページ帯サを付aける
(ニ) JJ;(制の作成にあたっては. 泌尿総科}mlf~ (日本泌尿線科学会側)にi\~拠すること 旧作附については本

総投稿規定市1ページの「泌尿持科紀製IqMlf一覧」を使用すること o
(4) 英文!点明日は A4半Ij用紙にダブJレスペースでタイプし，}j;(:fj:!の袋紙に似W，子f者名，所属機|制名. Kcy 
wo，'cls (キ11文に地ず)， runnjng title (和文に単ず)の11111にタイプし，別に棟i札著者名，所属機|姐名，妙
3端本文:の1II1[に犯したキ11文妙~;Aを兆文原稿のí&に添付する. 痢l文l以~'r:4 と問機にページ称号を付 ける
(5) 隈1，記長は必誕最小|拠にとどめ.普通論文では凶10枚，表10枚まで骨折例報告では図5枚， 表3枚までと
する.

図.表，写真などはそれぞれ台紙にlIrii付し，それらに対する説明文は別紙にー惜して一覧袋にする.1到.

表のタイ ト ルおよひ'i'Jl.明文は可能な IIJ~ り英文とする 原制右側外に抑入されるべき frlj1J~を明示する 写J~は
トリミングし，図 ・裂は桜りのないことを十分硝惚のうえ， トレースして紙焼したものが魁ま しい 機式に

ついては本総の凶 ・裂を寄附する.写真はl澗附なものにl出り，必裂なら矢印 (ill接写具にJlIi付)などを入
れ，わかりやすくする白

(6)引用文献は必製披小限にとどめ，引H1箇所に引川文献併4Jを入れる 文献帯号は本文の文脈iIIriに付すこと
(アルファベ γト)llrl不可).その数は30までとする
例 :iJ.I田， .3.7) 田中ら0.11、'3)によるとー

制ttt.の場合一新:'3/'i・名(3名まで，それ以よのときは「ほかJr et al.J とする) 撚un.出UM!，1"告白最初
J'l-j比終Tl.発行年

例 lο) K 品創IblcT， Tri冗1出cke削，.、AR，F勺?I'i尚eclω11P， e引taω1.: U，'e引te町ros剖'gmη10'凶clost回omy:long'ぺe引rm 刊su凶11悶S，r円'S休kor 
carcinoma and etiological ractors ror carcinogenesis. J Urol 144: 1110ー1114，1990 

例 2)竹内秀制t，上|到 底，脈々 村光生.ほか:~.~ J.主的作砕石術 (PNL) および経尿道的 JIR 1~:仲右術

(TUL)にみられる発熱について 泌尿紀要 33:1357-1363， 1987 
11j行本の場合 ー 若者名(3名まで。それ以よのときは「ほかJ ret al.J とする)・ 41i叫，。名.細終者・名
(31，まで，それ以上のときは「ほかJr et al.Jとするト版数，者数.引用l:j，発行円1，/1¥)坂地，発行年
例 3)Roberlson WG， Knowles F ancl Peacock M: Urinary ll1ucopolysacch町ideinhibitors or ca/-
ciull1 oxalate crystallization. In: Urolithiasis Rescarch. Eclitcd by Flcish H， Robe【臼on
WG， Smilh LH， et al. 1st ed， pp 331-334， Plcnum P"Css， Lonclon， 1976 

191) 4)大保亮一 :Iml 
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3 論文の採否・論文のt~否は Editori a l boardのメンバーによる銃脱線授の紡栄に従い決定される ただし.
シンポジウムなどの記録や治験i愉文については編集部で保符を決定する
4. 論文の釘1E: ~~1l噛:3'f.の紡*. 1);(梢の訂正を求められた場合は. 40 日以内に . 訂正されたJ);(t~に訂正点を
明示した乎紙をつけて計rffG泌尿椛科紀袈刊行会宛て送付すること，なお.Editolのi't任において一郎平t:J
の訂正をすることがある.

5 係択険文，愉文カ吋*jl~ された場合， 原稿を3.5インチフロッピーディスク . MO ディ λ ク ・ CD. R . CD-RW 
のいずれかに保存し，編集部へ送付するI デイ旦夕には倫文受付帯号 .liHlj'1務者名・機組名 目ソ7トウエアと

そのパージ回ンを明記する Windo¥Vsの場合は MS・Word・一太郎，また かIac川LOshの場合は EG-Word'

MS・Wordとし.特に Macillloshにおいては MS-DOSテキス トファイルに保存して拠出すること
6 校正.校正は著者によるi'Hモ校正とする， ff者級数のJ;!I，令は校jEj't任者を投稿時折5f!する
7. 掲載 I 愉文の拘織は採用1111を原J:lIIとする，迅迎掲載を希製するときは投稿l時にその骨'1

'
し11-'.ること

(1) 掲載料は 1J1につきキ11)には5.7751TI(t見込)，~ X 1;1:6 . 825 jlJ (税込).超過以は Uiにつき7，3501'1(税
込)，写ょ4;の製版代出版， トレ-;;t.代，別引11，送車|などは別に災貨を申し受ける.
(2) 迅速剃搬にはi且i車掲載料を泌する 5口以内は31，5001'1(鋭込)， 6 H以上は 1J11正に10，5001リ (税込)

を1Jlm した智1を巾レ受ける
(3) 架持'Iの矧IJ*，ðlII J主l'~~m3の1削~t 治療機株の使mなどに附する治験論文および学会抄似については， t副総料
を別冶に巾し受ける。

8. 別制:30剖i までは無料とし，それを組える部数についてはlJ.f~f<J1jとする す;者枚 iEU事にm~散を指定する

TnrOrl11alion ror AlIlhors SlIbmitling Papers in Eng1ish 

1. Manllscripts， tablcs and figures mllst bc submitted in chrcc copics. Manllscripts should bc typed 
doublc-spaccd wilh wide margins on 6.5 by 11 illCh paper. Thc text ora11 1'cgulal' manuscl'iplS should 

not cxcccd 12 lypewl'Iuen pagcs， and lhac ofa C.5e 1'epol't 6 pages. Thc abStnlCl should I10l exceed 
250、• ..，ords and should contaili no abbreviations 
2. The firsl page shollld contain the litle， full namcs and affi1ialions ofthc aUlhors， kcy、vOI'ds(n 0 mOl'e 
than 5 words)， and " I'unning litle consisting of the first allchor and two words. 
e.g. : Yamada， Ct川.:Pl'Ostatic canccl" PSAP 
3. The lisl ofrcfcrcn田sshollld include only those pllblications which arc cilcd in lhe c回し Rcfcrcncω 
should nOI cxcced 30 1'eadily avai1ablc cilations. Refel'encc shollld be in lhe f01'm of supe!'scl'ipl 

numera1s and should nOl be al'ranged alphabeLicafly 
4. Thc lillc， lhc namcs and affi1ialions of lhe alllhol丸 andan abstl'acl shollld bc providcd in .Japanese. 
5. For rlll'ther details， rcrcr to a rcccnl journal 

編集後記

先目 l がん研究振興111'1'1:1主1Uiの第18回国際がん研究シンポジウム rDisputcs01' Conlrovcrsics川 PrOSlalC

Canccl' Diagno制 undTrcaUl'lCnLJが図立がんセンタ ーで行われた '28U長はがんセンター総長の担li，品先生で，
米国.欧州。手ritJ，!W，国. 日本から州制された約30名の前rt.l.取がん思1"11l1iが各25分ずつの発裂を行い.約200名

の11l1l?;者も参加lして活発な肘愉が行われた このシンポヅウムで泌l説得科がんがJ~ りよげられたのは 1 99 1年以来

1411'ぷりとのことであったが.怖かにこの11年111)における前立腺がんの惨断治械の巡i.l'はmくべきものであるこ
とが実感できた。 また，Scl1I'odcl'教授と Calalon3教般の f'SAsCl'ccningにおけるデイベー トも比応、えがあっ

た。この阿教授をはじめ Mcssing教授，Myc !'s 教 j~ ， Scw'dino教授の前立腺がんに対するJ6!!I<ゃプレゼン

テー ションカのすばらしさに感心するいっぽうで，欧米を代表するT車、尿~~科医(泌版部科研究者)がこの20年く

らい新隙代田j していないことカ干気になった. 欧米における若手泌尿総科医の日f究雌れがー凶と :!lJf~するのは 111) ;畠

いであろうか.今月サの .J.Urol.にも“Nccdfol' Surgconふ;icntistsin Ul'ology"なる cclitorialが拘似されて

いるので~m'，いただきたい白

がんセンターは築地の7 ーケ γ トのすぐそばに位i托している.相l怖された外陣l人たちはマグロの解体シ Bーを
楽しんだと開いているが，私はおいしい均百lをK助教授と地能して帰路についた

(;1サ11 修)

泌尿器事|紀袈節51港第2.c. 2005年2月25日 l:nll:11 2005年 2f128臼発行
~~行小 川 修 脳1111育問 修 発行所泌尿総事1.紀袈刊行会

干606・8392京都市左京区出限院山王町18 メタポ岡崎301サ msf， (075) 752-0100 
FAX (075) 752司 0190

111ψ//www.kiyou.jp/ 
印刷所 山代印刷株式会H J;(者si!i上点区寺之内通小川i'ij人


